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要  旨 
情報ネットワーク社会のセキュリティにおいて、サービスを要求するユーザ側
とサービスを提供する提供側がオープンネットワーク上で、情報の取引を行う際
には必ず、お互いの正当な資格が問われるようになっている。また、その政党制
を確立する手段として新たな個人認証技術が注目を浴びている。認証技術のセキ
ュリティ性においては第三者に渡されにくい、本人だけに有効である認証キーの
確立は重要である。現在使用中の暗証番号による認証システムは周辺の環境に視
覚情報として漏れ、第三者に盗られやすい問題がある。また、最近盛んに研究さ
れているバイオメトリックスは個人の生体情報を用いるため、一度盗まれた登録
情報は二度と使用できなくなる。 
 
一方、人間の触覚は目に見えない振動などの情報を知覚することができ、触角
による認証キーを構成した場合、視覚上の情報漏れを防ぎ、登録情報の可変性も
実現できる。そこで、私の研究では触刺激を認証キーとして用いる個人認証シス
テムの開発を提案する。本研究で提案する認証システムは複数の触刺激要素から
なる触刺激時系列パターンを構成することができる。ユーザは触刺激を利用した
個人認証システムから提示される触刺激時系列パターンを所望の触刺激時系列パ
ターンに調整、登録を行う。その後、認証を行う際には同様の方法で触感を頼り
に登録した触刺激時系列パターンに調整を行い、照合する。ここで、登録した触
刺激時系列パターンと調整を行った触刺激時系列パターンが一致することで認証
が成立することとなる。 
 
本研究では触刺激を利用した認証システムを製作、認証実験を行った。 
認証実験の結果、被験者18名中、17名(94%)が学習効果を考慮すれば、認証可能で
あることを確認され、提案するシステムの有効性が確認できた。 
また、クラスター分析法を用い、被験者が登録した触刺激時系列パターンを分析
した。結果、提案した触刺激要素の時系列パターンの有効性は示されたものの、
特定の触刺激に集中して選択される傾向が確認された。 
 
